
キネステティク・プラス
動きの学校

VIV-ARTE®ケア・コンセプト（VAP）
動き & QOLの維持・改善



ハイディ – 30年の歩み
患者がもっと動けるように、すべては30年前に始まりました
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モダンダンス、看護、コンタクト・インプロヴィゼーション
タッチウェル（ハッチ/マイエッタ)

フェルデンクライス (E. シードラー)
ジェントルダンス (ジョン・グラハム)

イデオキネシス (エリック・フランクリン)

キネステティク・トレーナー養成課程、修了
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1991年〜1999年 ハイディ・バウダー ミスバッハ と キネステティク研究所（IfK）
年間約200⽇間、キネステティクス・セミナーで教える（看護のためのベーシックおよびアドバンスコース & クリエイ
ティブラーニング・セミナー、ベーシックコーストレーナー養成課程の⼀部 ＆トレーナー向けフォローアップ )
Ø キネステティク研究所（IfK）の代表を務める
Ø 病院全体を対象とした教育を初めて実施
Ø ICUおよび四肢⿇痺者を対象に複数のプロジェクトを実施
Ø 専⾨書「ICUのためのキネステティク」を上梓

1999年〜 2014年 ハイディ・バウダー ミスバッハ 、 VIV-ARTE®動きの学校& 出版社、認証取得は2007年〜
年間約180⽇間、独⾃に開発したコンセプトであるVIV-ARTE®キネステティク・プラスのセミナーで教える（基礎課程
モジュール１〜４、上級課程アドバイザー モジュール11〜14およびティーチャー モジュール21〜24、アドバイザーと
ティーチャー対象のフォローアップ）
Ø ICUおよび四肢⿇痺者を対象に実施したプロジェクトで得た臨床経験と検証に基づいた独⾃コンセプトを開発
Ø ⼀般運動学および看護理論（D.オレム/D.Orem）から得た知識に基づいて補完
Ø すべてのセミナーの評価
Ø 外科、神経内科、⽼年科を対象にした新規プロジェクト
Ø キネステティク・モビリゼーションに関する２つの学術研究が終了
Ø 専⾨書「キネステティク・モビリゼーション」と「Spielerisches Lernen」を上梓
Ø すべての教育課程について教科書を作成
Ø 多発性神経障害および⿇痺に対応するVIV-ARTE®トレーニング・コンセプト（VAT® ）の開発と導⼊

2015年〜
年間約80⽇間、セミナーで教える（VAPナース モジュール１〜４、VAPアドバイザー モジュール11〜14、
VAPティーチャー モジュール21〜24、VAPフォローアップ）
Ø ３つめの学術研究（VAT® ）終了
Ø 品質管理システムの新しい認証への適合
Ø 学術研究賞

1990-1998 キネステティク研究所
看護のためのキネステティク

ハッチ/マイエッタ

1972 – 1989
ジェントルダンス/タッチウェル

キネステティクス
ハッチ/マイエッタ

⾏動サイバネティクス
フェルデンクライス・メソッド

モダンダンス



1994年〜2000年 四肢⿇痺者とのプロジェクトを実施
その成果が後のVAPとVAT®の開発につながる

1995年 VIV-ARTE®動きの学校を設⽴
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1994年〜2000年 ICUと神経内科に重点を置く
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インテンシブ・ケアにおける
キネステティク



2002年 ウルム⼤学病院⼼臓外科にて最初の学術研究を実施
⼤動脈冠動脈バイパス⼿術後の患者の呼吸機能に及ぼす

キネステティク・モビリゼーションの作⽤
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キネステティク・
モビリゼーション
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2007年 ウルム⼤学病院にて第2の学術研究実施
術前の動き⽅指導プログラムが、待機的腹部正中切開後の患者の

可動性に及ぼす影響



VIV - ARTE®トレーニン グ コンセプト ( VAT®）
2007年〜 4 つのセラピーモジュール
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マニュアル・セラピー

凝りをほぐす、
筋トーヌスの調整、
関節の可動性改善、
⾝体知覚を刺激する、
疼痛の軽減、
協調運動の改善

ガリレオ振動トレーニング

リラックス、調整 、
固有受容感覚/バランス改善、
筋機能と協調運動の改善、
筋と腱のストレッチ、
筋の働きと筋⼒の改善

機能トレーニング

⽇常⽣活動作の⾃⽴性回復:
異なる体位で⾏う部分運動
のトレーニング

体操と歩⾏

⼒とコンディション、
協調運動の改善を⽬的と
した、安定性と柔軟性のた
めのバランスのとれた
トレーニング



2010年〜2015年
ウルム⼤学病院にて第３の学術研究としてVAT®を取り上げる

化学療法誘発型の多発性神経障害に対して、ガリレオ・トレーニング
プラットフォームを統合したVIV-ARTE®トレーニングコンセプトが
運動制御、毎⽇の動き、⽇常⽣活動作および筋⼒に及ぼす作⽤
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VIV-ARTE® ケア・コンセプト（VAP）

看護理論を臨床応⽤するためのツール

ケアを必要とする⼈が、⽇々の活動を⾏えるように援助する、
とは

• ⾃⽴性を取り戻したり、できるだけ⻑く維持するためのサポート
• 健康維持・改善
• 良好なQOLを可能にする
• 尊厳ある死へのプロセスに寄り添う
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